
情報セキュリティ講座について◆

８日(木) 全校生徒対象の情報セキュリティ講座が行われました。保護者の皆さんも参加いた
だきました。講師として、NPO情報セキュリティー研究所情報モラル指導員の西庄 恵介先生
をお招きし、ご講演をいただきました。スマートフォンやパソコンの普及によって、インターネッ
トは世界中のさまざまな情報を瞬時に調べることができるなど、現代人の生活の中で欠くことの
できない存在となっています。一方で、インターネットを通じて、青少年の健全育成にとって不
適切な情報に安易に触れる危険性も高まっています。LINEやTwitter等のSNSの爆発的な普及に
より、人間関係をこじらせたり、いじめ等の問題を発生させることがあるとともに、犯罪に巻き
込まれたり、犯罪の加害者になることも懸念されています。さらに、安易に掲載した写真や個人情報は思わぬところで生
活の破綻や信用失墜を招くことも少なくありません。☆今回の講演では、個人情報が洩れる経緯、SNSのセキュリティ対
策など、具体的な例などとともに教えていただきました。インターネットや携帯電話は便利な道具であると同時に、深刻
なトラブルへの入り口にもなります。しっかりした知識を持つとともに、マナーを守って活用してほしいと思います。

クラブ壮行会について◆

、 、１６日(金)１学期中間考査終了後 体育館で県高校総合体育大会に出場する１４の体育クラブ員と
６月に行われる全国高校放送コンテスト県予選に出場する放送演劇部員を激励するために壮行
会が行われました。出場する生徒は、各クラブとも大会に出場するユニホームを着て整列しまし
た。入場後に行われた全校生徒による校歌斉唱は、出場選手たちに対する健闘を祈る思いの込
められた大きな歌声が、体育館内に響きわたりました。壮行会では、清水校長より「リミティン
グビリーフという言葉をあげ、出来っこない・勝てっこないと思うの
は始めから負けている。やってみようという気持ちを持ちチャレンジし

てほしい。目指すは優勝の二文字だ 」と激励の言葉がありました。生徒を代表して生徒会。
副会長の川口爽代さんより応援のメッセージが送られました。また、各クラブごとに勝利を目
指す決意の言葉がありました。３年生はこの大会を最後に引退する生徒も多く、ほとんどのク
ラブは、このメンバーで臨む大会はこれで最後となります。チームの仲間を信じ、自分の力
を信じ、今まで支えてくれた周囲の人たちへの感謝の気持ちを忘れず、悔いのない演技や
プレーをしてほしいと思います。選手諸君の健闘を心から願っています。

◆ 教育実習について

１９日(月)から２週間または３週間の日程で教育実習がスタートしました。教育実習生は本校
。 （ ） 。卒業生１１名です １６日 金 教育実習を始めるにあたりオリエンテーションが行われました

実習における心構えや留意点、実習時間及び授業を行う上での注意等の教壇に立つ上で必
要なことについての説明が行われました。１９日(月)最初に、清水校長から「学び続ける教
員を目指してください」等の講話がありました。実習期間中は、本校生徒にとっても身近な
先輩である教育実習生から、大学生活の様子や受験勉強の方法等、様々なアドバイスを受
けることができる絶好の機会でもあります。教育実習生も後輩に対し、失敗談も含め自らの

、 。 、経験を伝え 授業以外の場も含め連日交流が行われました 教員を目指す実習生にとって
教育実習を通じ、大学生活では味わえない様々なことを吸収して実り多い経験にしてください。

◆ まなビバ！教育２０１４ 朝日新聞掲載について

２０日(火)の朝日新聞に本校が紹介されました。１６２年の歴史ある耐久高校 「稲村の火」で知られる濱口梧陵氏らが開。
いた本校は、今も脈々と創立時の精神が受け継がれている。◇防災に力を注いだ梧陵氏の思いを受け継ごうと、毎年
１年生が広川町の「稲村の火の館」を見学し、延長６００ｍの広村堤防を歩き功績をたどる。津波対策で、標高２８ｍの
湯浅城公園まで避難訓練をしている等の取り組みを継続している。◇部活動で、次の３クラブが紹介されました 【空手。
部】県内無敵の３人で目指す全勝V・ バドミントン】毎日二重跳び１０００回体力アップ・ マンドリン】部の宝、歴代続く【 【
指導ノート ＜詳細は平成２６年５月２０日の朝日新聞紙面（和歌山３０）をご覧ください。＞

◆ １，２年生進路講演会について

２２日(木) １年生と２年生の進路講演会（スタディ・サポート分析会）が行われました。講
師として、ベネッセコーポレーションから藤澤 弥生先生をお招きして、ご講演をいただき
ました。講演会は学年ごとに行われ、それぞれの学年で、資料の見方、活用方法、学年
の現状及び学習状況等についての分析説明がありました。それを基にして、今後の学習計
画の立て方を学び、チェックシートの記入をしました。本校１，２年生の生徒の状況は、９
割以上の生徒が毎日、何らかのクラブ活動を行っています。この講演会をきっかけに、文

、 、武両道を実現するために 学校や家庭での学習時間や学習状況などを見つめ直す機会とし
自らの目標設定を行い、夢の実現に向け努力してほしいと思います。
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